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＜連絡事項＞

・明日安ヶ平Ｄｒ使用のため、午後の診察はなし。金曜日にまとまて実施するとのこと。

＜患者様連絡事項＞

・澤口　利香様～自宅での受け入れ整ったため、15：00退院となる。

・桑原　幸一郎様～東A8号室から東A15号室に移動している。

・河原木　泰志様～東A15号室から東A13号室に移動している。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～午前午後解放観察中。開放中、喫煙要求あるもしつこさはない。引き続き、精神症状の観察を行い、早期の処遇改善に向け、看護介入行っていく。

・池野　功一様～食事はむせ込みなく摂取出来ている。「砂が入っている」と訴えるが、摂取はできている。引き続き、精神症状の観察を行っていき、安全に治療が受けられるよう看護介入行っていく。

＜要注目患者様＞

・中川原　義雄様～声高さや多弁さ目立ち、他者に怒鳴る事あり介入にてトラブルには至らず。引き続き、精神症状の観察を行い他者トラブルのないよう看護介入行っていく。

・坂　貢様～話し掛けあるが興奮や易怒性はない。引き続き、精神症状の観察を行い他者トラブルのないよう看護介入行っていく。

・高橋　ミツ様～残食目立っている為、ラコール促し摂取している。日勤帯での排泄確認している。

＜深澤Dr診察＞

・池野　功一様～浮腫あり、尿量少ない事からフロセミド追加となり7日分処方。ＤＩＶ同内容で4/5　24時まで継続。

・松原　輝子様～状態安定している事から南病棟への移動検討。

・水梨　孝純様～エンシュアリキッド7日分処方となる。

・小舘　アツ子様～臨時薬モサプリド止めとなり、インヴェガ（3）1Ｔ追加となり他同内容で7日分処方となる。

・下川戸　長司様～血圧低値であるが自覚症状はない。持参薬のオルメテック4/5まで除剤となる。他同内容で7日分処方となる。

・鈴木　吉男様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・鈴木　はな様～セディール（10）3Ｔ　3×1、イクセロンパッチ（9）1枚1×朝追加となり他同内容で7日分処方。

・桑原　幸一郎様～臨時薬一部変更となり7日分処方。状態安定している為、施設と連絡を取り、退院支援していくよう指示あり。ＰＳＷに連絡済み。

＜新入院患者様＞

氏　　名：田端　祐悦様

　生年月日：昭和32年7月17日　59歳

　性　　別：男性

　病　名　：アルコール依存症

　病　　棟：東病棟Bユニット

　入院形態：任意入院

　主治医　：田名部Ｄｒ

　＜経過＞

　　H28年6月初旬に転勤がストレスで飲酒量が増えることが

　　あり八戸市民病院へ10日程入院。退院後に「私を拉致し

　　ようとしている。」と警察へ通報することがあった。

　　H29年2月24日朝「車が家に無い」と姉様へ電話をし、記

　　憶がないと訴えることがあった。同日午後に市民病院の

　　救急外来受診し、アルコール依存症と診断される。検査

　　や内服薬等の処方はなく、みちのく記念病院へ紹介され

　　3月10日に同院受診。同院にて治療が必要ないと判断され

　　当院を紹介され、本日受診。入院への同意されているこ

　　とから、H29年3月29日12:30東病棟Bユニットへ任意入院

　　となる。

氏名：佐藤　さた（さとう　さた）様

　生年月日：大正：14年12月2日　92歳

　　　性別：女性

　　主病名：アルツハイマー型認知症・てんかん

　　　病棟：東病棟Cユニット（予定）

　入院形態：医療保護入院

　　主治医：田名部Ｄｒ

　（入院に至った経過）

　　　現在、南山苑に入所中。平成16年頃秋頃より記銘力低下

　　が目立つようになる。平成17年4月頃より、幻覚症状・昼

　　夜逆転・7月より深夜徘徊・物を盗むことがあり、老健

　　「しんごう」へ入所していた。

　　　平成22年9月30日より南山苑に入所。平成23年10月5日

　　硬直性けいれんあり、薬剤調整し、以後は発作みられない。

　　平成29年2月28日、インフルエンザ罹患後より食事摂取

　　が数口であり、点滴行っていた。介護抵抗も強く施設対

　　応困難で入院相談があり、3月22日受診。薬剤調整行い、　

　　状態変化ない場合3/29入院としていた。

　　　薬剤調整後も状態変わらないことから入院希望あり。

　　3月29日13：30　東病棟合併症室に医療保護入院となる。

・カードなし

・ＬＴ導入予定（3/30家族来院予定）

　氏名：木村　留吉（きむら　とめきち）様

　生年月日：昭和2年3月7日　90歳

　　　性別：男性

　　主病名：血管性認知症

　　　病棟：東病棟Ｃユニット

　入院形態：医療保護入院

　　主治医：伊藤Ｄｒ

（経過）　　

　Ｓ61年脳梗塞発症。加齢と共に物忘れはあったが、これまで

　に認知症の治療等は受けていない。

　右麻痺があり、身体介護が必要となり平成27年に介護サービ

　スを導入。徐々に認知機能の低下があり平成28年頃より服薬

　に対し「薬を飲むと殺される」と拒薬している状態であった。

　妻の援助が必要であるが、妻に対し声を荒げる、物を投げつ

　けるなど妻に対する興奮・暴力行為が顕著であり、対応困難

　となり、当センター紹介され相談に至る。

　入院治療の希望があり、認知症治療のため平成29年3月29日

　14：00東病棟Ｃユニットへ医療保護入院となる。

・ＬＴＢプラン　オムツ②

